
会議結果報告書 

 

１．会議名 令和元年度 第２回 印西市環境推進市民会議 

２．日 時 令和元年６月２１日（金） ９：３０～１１：３０ 

３．場 所 農業委員会会議室 

４．出席委員：岩井会長、小山委員、白川委員、平林委員、福井委員 

  欠席委員：橋本委員 

事 務 局： 黒田、藤原（環境保全課） 

５．傍聴者 ０名 

６．配布資料 

・会議次第、会議席次表 

・委員名簿 

・地球規模の気候変動を考える市民講座チラシ 

７．内 容 

（１）開 会 

（２）会長挨拶 

会長  会議を始める前に、紹介したいものがある。６月２９日（土）１３時より

文化ホールの多目的室にて温暖化防止印西主催で「地球規模の気候変動を考

える市民講座」を開催する。国立環境研究所の江守氏、五味氏をお呼びして

講師をしていただく。時間があればぜひ参加していただきたい。 

 （３）議事 

①いんざい環境フェスタの報告 

市  ６月８日（土）にいんざい環境フェスタを行った。来場者数はスタンプラリ

ーの台紙配布数より、629名。そのうち市民会議ブースの来場者数は、啓発物

資の配布数からだいたい 250世帯と思われる。当日はやや曇りで、一時雨が降

ったこともあったが、無事開催することができた。 

会長 参加した感想等あればお願いしたい。 

委員 スタッフが少なかったこともあるが、かなり忙しかった。また、SDGsを知

らない人が多く、来年度はもう少し大きめに掲載して、わかりやすく説明した

い。若いお母さん世代に、中学受験に出ることもあると伝えると反応がよかっ

た。名前だけでも覚えてもらうことができた。 

委員 ルートも簡素化され、左回りでスムーズに説明できた。コースはよかったが

少し忙しかった。 

委員 ある程度人を集めてまとめて説明するやり方もある。説明を 10分に一回にす

るとか、やり方を考えた方がいいかもしれない。 



委員 市民会議を５月に開催してから環境フェスタまで時間がないので、年度末の

議事で来年度の環境フェスタについて検討する時間を取り入れた方がいい。 

 

②手賀沼流域協働調査の報告 

市  ６月１９日（水）市民会議、亀成川を愛する会、県と亀成川流域の水質調査

を行った。古新田の第四橋の硝酸性窒素が少し変わっていたのと、水神橋の

CODが少し増えいてたが、結果は前回と大きく変わりはない。冬にまたあるの

でお願いしたい。 

会長 質問等あればお願いしたい。 

委員 基本的には手賀沼水系のみなのか？ 

委員 手賀沼の水質を守るために県と周辺の自治体と市民団体とで協議会があり、

みんなでやっている。 

委員 手賀沼はきれいになりつつあるが、印旛沼の水質が気になる。 

委員 手賀沼の水がきれいになったのは利根川の水を入れているからであって、水

域がきれいになったわけではない。市街化調整区域に家が建ち、合併浄化増を

通しているとはいえ師戸川の水質もどんどん悪くなっている。 

 会長 河川をきれいにしすぎると海に影響が出ると聞いたことがある。一番は自然

界や人間にどれだけ害があるのかというところだと思う。 

 

③視察研修の候補先の検討について 

会長 行きたいところ、見たいところはあるか。少人数だからいろいろなところに

行けるのではないか。 

委員 印西市でなにが問題となっているか考えた時に、イノシシの害をなくすため

の住宅地に近いところの竹の伐採を見学するとか、また、今度の環境基本計画

を改定する際に重点保護地区を設けるかどうかを含めて今後提案したいと思っ

ているので、何が問題なのか考えるきっかけになるところを見学するのもいい

と思う。印西の自然の状況を把握しておくことが大切だと思う。 

委員 牧の原等、開発される前に見ておかなければいけないところがあると思う。

写真に残しておくのもいいと思う。 

委員 自然は残っているが、生き物は減ってきている実感がある。 

会長 アマガエルが木の杭に登っていて観察できるところがあり、カウンターで数

えたがどんどんいなくなっている。視察研修は、できれば印西市の環境につい

てデータ等が見れるところがあれば行きたい。環境基本計画の改定に役立てる

ようなものがあればいいと思う。 

委員 生物多様性センターでそういったデータが見られると思う。 



会長 次回までに各自候補地を考えてきてほしい。 

 

③市民会議での検討事項について 

 会長 毎年検討事項を２つ、３つ検討しているが、今年は１つにしたいと思う。環

境基本計画改定に向けて今の計画の問題点等を検討して、提案していきたいと

思っている。まず、10年計画というのが長すぎると思う。今の時代に乗り遅れ

てしまう。環境白書も、10年前の目標を追っていても仕方がない。レジ袋も有

料化が決まったが、新しいことを目標の一部に取り入れるのがいいと思う。ま

た、市民に対してではなく、市の関係部署の目標しかないのでは意味がない。

国や県は新しいものをどんどん取り入れているので、参考にしたい。 

 委員 環境基本計画に、数値は見直していくものとするや、国の基準に準ずる等の

文言をいれるといいかもしれない。 

 委員 市にはいつまでに提案すれば環境基本計画に取り入れられるのか。 

 市  環境基本計画が残り２年あり、作成に取り掛かるのは来年度になるため、今

年１年かけて意見をいただければ取り入れることもできると思う。まだスケジ

ュールは決まっていないが、来年早々でも取り入れることはできると思う。 

 委員 環境基本計画策定委員等の募集はあるのか？ 

 市  その予定はない。市民会議や審議会、パブリックコメント等で話を伺うこと

になると思う。 

委員 白書の検討時間も短いため、今から計画の見直しに向けて環境基本計画を読

み込んでいくべきだと思う。 

会長 ほかに何か検討事項はあるか。 

委員 昨年提案した、実際に里山を守る活動に参加することを促すようなイベント

を市民会議として開催できないか。里山を守るために、こういった事務的なこ

とだけではなく体を動かしてやってみてもいいのではないか。 

会長 そうやって現場を見てもらうことも必要だと思う。 

 

令和元年度 第２回 印西市環境推進市民会議の議事録は、事実と相違ないことを 

承認する。 

 

 令和元年７月１９日 

 

           委員  平林 光子         

            

委員  福井 章夫         


